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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期

第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自　令和４年１月１日
至　令和４年９月30日

自　令和５年１月１日
至　令和５年９月30日

自　令和４年１月１日
至　令和４年12月31日

売上高 （千円） 2,542,708 2,790,133 3,501,619

経常利益 （千円） 7,447 170,269 51,939

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 26,169 266,893 138,909

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 25,971 266,619 138,638

純資産額 （千円） 2,079,516 2,461,441 2,195,039

総資産額 （千円） 2,708,746 3,055,720 2,822,166

１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） 1.18 12.05 6.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － 12.01 －

自己資本比率 （％） 76.0 79.9 77.0
 

　

回次
第38期

第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　令和４年７月１日
至　令和４年９月30日

自　令和５年７月１日
至　令和５年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 0.32 2.61
 

（注） １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．第38期第３四半期連結累計期間及び第38期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動についても該当事項はありません。

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等

に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 
（継続企業に関する重要事象等について）

当社は、当社単体業績について前事業年度である令和４年12月期までにおいて11期連続で営業損失の状況が継続し

ていることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象及び状況が存在していると認識しておりま

す。

 

当社では、当該事象及び状況の早期解消に向けた取り組みを積極的に実施してまいります。

令和５年12月期においては、報告セグメントについて継続課金モデルの製品・サービス等の開発・提供を推進する

ことで業績の安定化を図る「ストックビジネス事業」と、当社がこれまでの自社及び他社からの受託開発経験で培っ

てきた知見を最大限に活かすことの出来る「システム開発事業」、この２つの事業セグメントに変更したうえで以下

の施策を実行してまいります。

「ストックビジネス事業」においては、現在当社グループの大きな柱となっているMVNOサービスについて市場上位

レイヤーの契約者数を保有している点を生かした更なる契約件数の増加に向けた取り組みや、当社の開発力を活かし

た自社サービス・ソリューションの開発・提供や他社サービス・ソリューションの販売代理店になることによる取り

扱い商材の増加等によるサービスラインナップの拡充等、当社グループの強みを活かしたビジネス展開を図るととも

に、販売パートナーの増加等による販路拡大にも積極的に取り組むことで、収益基盤の安定化が可能となるストック

収益の拡大を図ってまいります。

また、「システム開発事業」においては、創業以来30年以上に渡り培ってきた「組込み」に関する経験や技術に加

え、この「組込み開発力」や多数の顧客向けシステム・クラウド開発から得られた知見やノウハウ、またMVNO事業者

として保有する通信技術等、これらを組み合わせた組込み＆エッジからクラウドまでのワンストップ開発を可能とす

る点を強みとして、顧客のニーズに幅広く柔軟に対応することで収益の拡大を図るとともに、エンジニア稼働率の適

正化やプロジェクト受注方針の見直し、また開発経験の蓄積に伴う経験曲線効果を増大させることによる開発コスト

の削減等に取り組むことで、事業粗利率の向上を図ってまいります。また、当社と事業上のシナジーが見込める場合

にはストックビジネスを営む事業会社とのM＆Aについても積極的に検討し実行することで、ラインナップについても

強化してまいります。

 

当社では、これらの対応策を実行していくことにより当社単体業績についてもその向上が実現できるものと考えて

おります。

また、前連結会計年度における営業キャッシュ・フローはプラスであり、資金繰りの懸念は無いこと等の理由か

ら、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容）

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（令和５年１月１日～令和５年９月30日）における我が国の経済は、内閣府による令

和５年９月の月例経済報告では「景気は、緩やかに回復している。」と報告されています。先行きについては、

「雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待される。ただし、世

界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の先行き懸念など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスク

となっている。また、物価上昇、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要がある。」と報告されており、

依然として不透明な状況が続いております。

 
このような環境下、当社は当第３四半期連結累計期間において以下の施策に取り組んでまいりました。

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の

状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「３．報告セグメントの変

更等に関する事項」をご参照ください。

また、セグメント間の内部売上高又は振替高は、セグメントの売上高に含めております。

 
セグメントの業績は以下のとおりです。

＜ストックビジネス事業＞

ストックビジネス事業においては、主に連結子会社であるスマートモバイルコミュニケーションズ株式会社にお

ける音声・通信サービスの提供のほか、クラウドSIMを用いたモバイルWiFiルーターサービス「THE WiFi」の拡販に

注力するとともに、本事業は収益の大半が月額利用料金等からなるストック性の高い事業であることから、顧客が

満足して継続利用できるよう通信環境やサポート等のサービス品質の向上に取り組みました。また、通信機能付き

AIドライブレコーダー「AORINO」の取次店や販売代理店、OEM先の開拓を行うとともに、法人向けサービス「AORINO

Biz」の拡販に注力しました。

 

＜システム開発事業＞

システム開発事業においては、ロケーションビーコン「MyBeaconシリーズ」の拡販に努めたほか、Bluetooth Low

Energy通信機能を搭載するハードウェアの試作開発支援等、組込み開発技術を生かしたシステム開発を行いまし

た。また、クラウド関連システムの開発や顧客のニーズに応じたフロントエンドシステムやバックエンドシステム

の開発支援やテクニカルサポート等を行いました。

 
これらの結果、当第３四半期連結累計期間のストックビジネス事業の売上高は2,372,481千円（前第３四半期連結

累計期間の売上高2,130,110千円）、システム開発事業の売上高は419,175千円（前第３四半期連結累計期間の売上

高412,865千円）となりました。

　営業損益につきましては、ストックビジネス事業の営業利益は227,992千円（前第３四半期連結累計期間の営業利

益51,740千円）、システム開発事業の営業利益は100,696千円（前第３四半期連結累計期間の営業利益92,170千円）

となりました。

　また、当第３四半期連結累計期間においてセグメント利益の調整額が157,500千円（前第３四半期連結累計期間の

セグメント利益の調整額139,737千円）発生しております。セグメント利益の調整額は、四半期連結損益計算書の営

業利益と調整を行っております。

 
　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は2,790,133千円（前第３四半期連結累計

期間の売上高2,542,708千円）となりました。

　営業損益につきましては、171,188千円の営業利益（前第３四半期連結累計期間の営業利益4,173千円）となりま

した。

　経常損益につきましては、170,269千円の経常利益（前第３四半期連結累計期間の経常利益7,447千円）となりま

した。

　親会社株主に帰属する四半期純損益につきましては、266,893千円の親会社株主に帰属する四半期純利益（前第３

四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益26,169千円）となりました。
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＜資産、負債、純資産の状況に関する分析＞

当社グループの当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して

233,553千円増加し、3,055,720千円となりました。これは、現金及び預金が283,176千円、投資有価証券が96,917千

円増加、売掛金が99,938千円減少したこと等によるものです。

負債につきましては、前連結会計年度末と比較して32,847千円減少し594,278千円となりました。これは、買掛金

が37,593千円減少したこと等によるものです。

純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して266,401千円増加し2,461,441千円となりました。これは、

親会社株主に帰属する四半期純利益を266,893千円計上したことに伴い利益剰余金が増加したこと等によるもので

す。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率につきましては、前連結会計年度末と比較して

2.9ポイント増加し、79.9％となりました。

 
（２） 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
（３） 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに発生

した課題はありません。

 
（４） 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動は行っておりません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,000,000

計 35,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（令和５年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（令和５年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 22,172,630 22,172,630
東京証券取引所
（グロース市場）

単元株式数は
100株であります。

計 22,172,630 22,172,630 ― ―
 

 

（２） 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 
（４） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

　令和５年７月１日～
　令和５年９月30日

― 22,172,630 ― 51,456 ― 1,387,229

 

 
（５） 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６） 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（令和５年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   令和５年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式 19,000
 

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,028,400
 

220,284 ―

単元未満株式 普通株式 125,230
 

― ―

発行済株式総数 22,172,630 ― ―

総株主の議決権 ― 220,284 ―
 

（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」には、証券保管振替機構名義の株式が、それぞれ700株

及び42株含まれております。また、「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数７

個が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  令和５年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)
株式会社アプリックス

東京都新宿区西早稲田
二丁目20番９号

19,000 ― 19,000 0.09

計 ― 19,000 ― 19,000 0.09
 

（注）１．当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は、19,199株であります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（令和５年７月１日から令和

５年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（令和５年１月１日から令和５年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について監査法人ハイビスカスによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（1） 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(令和４年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(令和５年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,471,564 1,754,740

  売掛金 535,180 435,241

  商品及び製品 109,772 93,289

  仕掛品 ※  714 41,683

  原材料 3,868 3,491

  その他 35,640 14,426

  貸倒引当金 △7,355 △2,695

  流動資産合計 2,149,385 2,340,178

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 134 134

    減価償却累計額 △134 △134

    建物及び構築物（純額） ― ―

   機械、運搬具及び工具器具備品 21,431 21,902

    減価償却累計額 △21,115 △19,729

    
機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

316 2,172

   有形固定資産合計 316 2,172

  無形固定資産   

   のれん 407,435 362,165

   顧客関連資産 91,427 66,493

   その他 23,259 16,858

   無形固定資産合計 522,123 445,516

  投資その他の資産   

   投資有価証券 0 96,917

   破産更生債権等 954,678 892,161

   繰延税金資産 77,290 86,357

   その他 69,514 84,576

   貸倒引当金 △951,141 △892,161

   投資その他の資産合計 150,341 267,852

  固定資産合計 672,780 715,541

 資産合計 2,822,166 3,055,720
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(令和４年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(令和５年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 314,102 276,508

  短期借入金 100,000 100,000

  未払金 54,421 45,827

  未払法人税等 2,800 7,385

  賞与引当金 10,016 17,445

  受注損失引当金 550 ―

  その他 96,805 89,811

  流動負債合計 578,696 536,979

 固定負債   

  その他 48,430 57,299

  固定負債合計 48,430 57,299

 負債合計 627,126 594,278

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 51,456 51,456

  資本剰余金 1,929,291 1,929,291

  利益剰余金 219,382 486,275

  自己株式 △26,368 △26,442

  株主資本合計 2,173,761 2,440,581

 新株予約権 15,290 15,144

 非支配株主持分 5,988 5,715

 純資産合計 2,195,039 2,461,441

負債純資産合計 2,822,166 3,055,720
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（2） 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 令和４年１月１日
　至 令和４年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
　至 令和５年９月30日)

売上高 2,542,708 2,790,133

売上原価 2,010,519 2,146,810

売上総利益 532,188 643,322

販売費及び一般管理費 528,015 472,134

営業利益 4,173 171,188

営業外収益   

 受取利息 16 12

 為替差益 7,865 1,528

 貸倒引当金戻入額 360 360

 還付加算金 95 107

 未払配当金除斥益 ― 239

 その他 49 ―

 営業外収益合計 8,387 2,249

営業外費用   

 支払利息 1,434 1,083

 売上債権譲渡損 2,513 2,085

 支払手数料 1,164 ―

 その他 ― 0

 営業外費用合計 5,112 3,168

経常利益 7,447 170,269

特別利益   

 投資有価証券売却益 ― 35,999

 新株予約権戻入益 1,241 145

 受取和解金 ― 60,106

 特別利益合計 1,241 96,251

特別損失   

 投資有価証券評価損 4,055 ―

 特別損失合計 4,055 ―

税金等調整前四半期純利益 4,633 266,520

法人税、住民税及び事業税 2,989 8,967

法人税等調整額 △24,327 △9,066

法人税等合計 △21,338 △99

四半期純利益 25,971 266,619

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △197 △273

親会社株主に帰属する四半期純利益 26,169 266,893
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 令和４年１月１日
　至 令和４年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
　至 令和５年９月30日)

四半期純利益 25,971 266,619

その他の包括利益   

 その他の包括利益合計 ― ―

四半期包括利益 25,971 266,619

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 26,169 266,893

 非支配株主に係る四半期包括利益 △197 △273
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとし

ております。

　なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

 (連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行して

おります。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制

度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務対応報告

第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用に

伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　 損失が見込まれる受注契約に係る仕掛品は、これに対応する受注損失引当金を相殺表示しております。

　 相殺表示した仕掛品に対応する受注損失引当金の金額は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(令和４年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(令和５年９月30日)

仕掛品 2,565千円 　―千円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 令和４年１月１日
至 令和４年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和５年１月１日
至 令和５年９月30日)

減価償却費 32,569千円 32,200千円

のれんの償却額 45,270千円 45,270千円
 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　令和４年１月１日　至　令和４年９月30日）

１．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、令和４年３月30日開催の第37回定時株主総会において、資本金の額の減少及び剰余金の処分を行うことを

決議し、同株主総会において承認可決され令和４年４月７日に効力が発生しております。この結果、資本金が

2,395,139千円減少、資本剰余金が542,061千円増加、利益剰余金が1,853,078千円増加しております。

　これらにより、当第３四半期連結会計期間末において資本金が50,000千円、資本剰余金が1,927,834千円、利益剰余

金が106,642千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年９月30日）

１．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　令和４年１月１日　至　令和４年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
  （単位：千円）

 
ストック

ビジネス事業
システム
開発事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 2,129,843 412,865 2,542,708 ― 2,542,708

セグメント間の内部
売上高又は振替高

267 ― 267 △267 ―

計 2,130,110 412,865 2,542,975 △267 2,542,708

セグメント利益 51,740 92,170 143,910 △139,737 4,173
 

（注） １．セグメント利益の調整額△139,737千円は、セグメント間取引消去△267千円、全社費用△139,470千円で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

     該当事項はありません。

 
 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
  （単位：千円）

 
ストック

ビジネス事業
システム
開発事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 2,372,157 417,975 2,790,133 ― 2,790,133

セグメント間の内部
売上高又は振替高

323 1,200  1,523 △1,523 ―

計 2,372,481 419,175 2,791,656 △1,523 2,790,133

セグメント利益 227,992 100,696 328,689 △157,500 171,188
 

（注） １．セグメント利益の調整額△157,500千円は、全社費用△157,500千円であります。

          全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

     該当事項はありません。

 
３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、これまで「Aplix IoT プラットフォーム事業」、「エンジニアリングサービス事業」及び

「MVNO事業」の３事業を報告セグメントとしておりましたが、当期より継続課金モデルの製品・サービス（ス

トックビジネス）等の開発・提供や、当社の強みであるシステム面から顧客が求めるビジネスを実現することで

グループ全体の事業の柔軟性や対応力を強化することを経営戦略として位置付けたことにより、報告セグメント
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を「ストックビジネス事業」と「システム開発事業」の２事業に変更することといたしました。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の算定方法により作成

したものを記載しております。

 
（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第３四半期連結累計期間（自　令和４年１月１日 至　令和４年９月30日）

   (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
ストックビジネス

事業
システム開発事業 計

製品・サービス販売 22,959 90,476 113,435 113,435

システム開発等 ― 322,388 322,388 322,388

移動通信サービス 2,106,883 ― 2,106,883 2,106,883

顧客との契約から生じる収益 2,129,843 412,865 2,542,708 2,542,708

外部顧客への売上高 2,129,843 412,865 2,542,708 2,542,708
 

 
 
当第３四半期連結累計期間（自　令和５年１月１日 至　令和５年９月30日）

   (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
ストックビジネス

事業
システム開発事業 計

製品・サービス販売 12,689 78,437 91,126 91,126

システム開発等 ― 339,537 339,537 339,537

移動通信サービス 2,359,468 ― 2,359,468 2,359,468

顧客との契約から生じる収益 2,372,157 417,975 2,790,133 2,790,133

外部顧客への売上高 2,372,157 417,975 2,790,133 2,790,133
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　令和４年１月１日
至　令和４年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　令和５年１月１日
至　令和５年９月30日）

(1) １株当たり四半期純利益 1円18銭 12円05銭

 （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する四半期純利益
  （千円）

26,169 266,893

   普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益（千円）

26,169 266,893

   普通株式の期中平均株式数（株） 22,133,300 22,153,679

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 12円01銭

 （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
   (千円)

― ―

   普通株式増加数(株) ― 67,013

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの
の概要

－ －

 

（注） １．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 
（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アプリックス(E05369)

四半期報告書

16/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

令和５年11月13日

株式会社アプリックス

取締役会　御中

　

監査法人ハイビスカス

　　東京事務所
 

　

指定社員
業務執行社員

 公認会計士 阿　部　　海　輔  
 

　

指定社員
業務執行社員

 公認会計士 福　田　　健太郎  
 

 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アプ

リックスの令和５年１月１日から令和５年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（令和５年７月１日

から令和５年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（令和５年１月１日から令和５年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アプリックス及び連結子会社の令和５年９月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
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実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
 

 

（注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途管理しております。

　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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